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平成 26 年  8 月  18 日 

所属部局・職 野生動物研究センター・博士課程学生 

氏 名 飯田恵理子 

 

１．派遣国・場所（〇〇国、〇〇地域） 

日本、東京 

２．研究課題名（〇〇の調査、および〇〇での実験） 

キッズジャンボリー（子供向け環境教育活動） 

３．派遣期間（本邦出発から帰国まで） 

平成 26 年 8 月 11 日 ～ 平成 26 年 8 月 13 日 （ 3 日間） 

４．主な受入機関及び受入研究者（〇〇大学〇〇研究所、○○博士／〇〇動物園、キュレーター、○○氏） 

日本モンキーセンター、赤見理恵さん 

５．所期の目的の遂行状況及び成果（研究内容、調査等実施の状況とその成果：長さ自由） 
写真（必ず 1枚以上挿入すること。広報資料のため公開可のもの）の説明は、個々の写真の直下に入れること。 

別途、英語の報告書を作成すること。これは簡約版で短くてけっこうです。 

 
今回の派遣では、 丸の内キッズジャンボリー2014 において、子供向けに環境教育活動を行った。 
ブースでは、フィールドの様子紹介、体験コーナー、調査機材の紹介等を行った。 
また、ミニ講座では子供たちに野生動物の研究紹介を行った。この機会を得て、アウトリーチ活動の大切さ
ややりがいを学んだ。また、この経験は、自然環境の保全に対し、具体的な方針を考える上で重要となるだ
ろう。 
 

６．その他（特記事項など） 

 

フィールド体験ブース 

参加メンバー

ミニ講座の様子 


